
教育委員会定例会日程 

平成２７年８月２０日 

１ 開 会 

２ 前回議事録の承認 

３ 議事録署名委員の決定

４ 報告事項

（１）第１７回城下町おだわらツーデーマーチの開催について

（資料１ スポーツ課）

５ 議事 

日程第１ 

  議案第２８号

   小田原市郷土文化館協議会委員の委嘱替えについて     （生涯学習課）

 日程第２ 

  議案第２９号

   平成２８年度における下中幼稚園の保育機能充実策の実施内容について

  （教育指導課）

 日程第３

  報告第１２号

   事務の臨時代理の報告（小田原市いじめ防止対策調査会委員の委嘱）につい

て                           （教育総務課）

 日程第４

  議案第２７号

   平成２７年９月補正予算について【非公開】

                    （教育総務課・教育指導課・文化財課）

６ その他

７ 閉 会 















議案第２８号 

   小田原市郷土文化館協議会委員の委嘱替えについて 

 小田原市郷土文化館協議会委員の委嘱替えについて、議決を求める。

  平成２７年８月２０日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 栢沼 行雄 



小田原市郷土文化館協議会委員候補者名簿 

氏 名 職 業 等 区  分 専 門 分 野 新・再

明石  新 元・平塚市博物館長 学識経験者 考古学・歴史学 再任

奥野 花代子 元・県立生命の星･地球博物館専門学芸員 〃 博 物 館 学 再任

渋谷 武美 西相美術協会会員 〃 美 術（彫 塑） 再任

一寸木 肇 おおい自然園園長 〃 自 然（甲殻類） 再任

鳥居 和郎 県立歴史博物館学芸員 〃 歴 史 学 再任

中村 ひろ子 元・神奈川大学大学院特任教授 〃 民 俗 学 再任

広谷 浩子 県立生命の星･地球博物館専門学芸員 〃 自 然（哺乳類） 再任

平塚 広 城北中学校長 学校教育の関係者 再任

柳川 ひとみ 豊川小学校長 学校教育の関係者 再任

区分毎、五十音順、敬称略

任期：平成 27 年 9 月 1 日～平成 29 年 8 月 31 日まで



議案第２９号 

   平成２８年度における下中幼稚園の保育機能充実策の実施内容について 

 平成２８年度における下中幼稚園の保育機能充実策の実施内容について、議決を

求める。

  平成２７年８月２０日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 栢沼 行雄 
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平成２８年度における下中幼稚園の保育機能充実策の実施内容について 

１ 実施内容 

（１）延長保育の実施 

ア 実 施 日 幼稚園授業日の月曜日から金曜日

イ 実施時間 教育時間終了後（１４時）から１７時まで

ウ 保 育 料 日額：２００円

エ 定  員 ２０名程度

（２）地域の子育て支援の充実 

子ども・子育て支援新制度の目的の一つである「地域の子育て支援の充実」策の一環

として、これまで実施している園庭開放や夏季休業中の登園日の拡充を検討する。

２ 経緯 

平成２２年度～   下中幼稚園の認定こども園化について、教育委員会と子ども青少年部

で設置に向けた課題の整理など検討開始。

平成２６年 ８月  教育委員会定例会で「公立幼稚園の子ども・子育て支援新制度へ

の移行について」の方針決定。

※方針では、平成２８年度に下中幼稚園の認定こども園化を予定。

１１月  今後の公立幼稚園あり方について内部検討開始。

１２月  下中幼稚園の認定こども園化には、大規模な施設整備が必要となる

など課題も多いことから、現行施設での対応を基本として検討を進

めることとした（市議会１２月定例会一般質問で答弁）。

  平成２７年 ５月  下中幼稚園の在園児保護者、及び下中地区０～２歳児の保護者に

対し、下中幼稚園の保育機能充実に関するニーズ調査を実施。

        ７月  市長・副市長協議

３ 判断理由 

（１）ニーズ調査結果 

ア ３歳児保育について 

 必要性を感じている保護者が多い一方で、利用については未定の保護者も多い。

 平成２８年度に入園対象となる２歳児では１１名の利用希望があったが、１１名

の中には既に保育所等に入園している子もおり、１１名全てが入園するかは不確

定である。

イ 延長保育について 

 在園児保護者の７割、０～２歳児保護者の５割が利用を希望しており、利用希望

は高い。
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  ウ 預かり保育（夏季休業中の保育）について 

 在園児保護者の５割、０～２歳児保護者の４割が利用を希望しており、延長保育

と比べると利用希望は低い。

（２）費用対効果 

ア ３歳児保育の実施 

 ３歳児を受け入れた場合、正規職員や臨時職員の人件費に多額の経費を要するこ

ととなる。 

 ３歳児を受け入れた場合の保育室の整備として、３歳児用の水廻りやトイレの改

修、空調設備の設置などが必要となる。

 給食提供の課題

 ３歳児への給食提供にあたっては、食べやすさを考えた無理のない食材を利

用した幼稚園用の献立（硬さ・大きさ）を考えるなどの対策が必要である。

 そのためには、栄養士や委託調理員の確保、施設改修などに多額の経費を要

することとなる。

 宅配サービスの利用や弁当の持参が考えられるが、給食が定着している中、

保護者としては給食の提供が下中幼稚園を選択する理由の一つになると考え

る。

 ニーズ調査結果から想定される平成２８年度の受入人数が１０人前後であるこ

とや、事業の継続性などを考慮すると、実施は難しい。

  イ 延長保育の実施

 現行施設での対応が可能である。

 臨時職員の配置が必要となり、新たに人件費が発生する。

 新たな保護者負担が生じるが、酒匂幼稚園での実績もあり保護者の理解を得やす

い。

  ウ 預かり保育（夏季休業中の保育）の実施 

 夏季休業中は、橘学校給食共同調理場は休業となり、給食の提供ができない。

 預かり保育を実施する場合は、ニーズ調査結果で利用希望がより高い延長保育も

実施する必要がある。

 夏季休業中も臨時職員の配置が必要となり、延長保育とは別に人件費が発生する。

 延長保育料に加え、新たな保護者負担が生じる。



報告第１２号 

   事務の臨時代理の報告（小田原市いじめ防止対策調査会委員の委嘱）につい

て 

 改正前の小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成１０

年小田原市教育委員会規則第４号）第４条第１項の規定により、別紙のとおり臨時

代理したので、同条第２項の規定により、これを報告する。

  平成２７年８月２０日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 栢沼 行雄 





議案第２７号 

   平成２７年９月補正予算について 

 平成２７年９月補正予算について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

２９条に基づき市長から意見を求められたので、市長に対する意見の申出について、

議決を求める。

  平成２７年８月２０日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 栢沼 行雄 












